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 本日で 1学期の終業式を迎えました。進級・入学して新しい環境の中でのスタート

でしたが、子ども達は、ずいぶん成長したと思います。通知表や個人面談の中からも子

ども達のがんばりをうかがうことができると思います。結果だけでなく、「チャレンジした

こと」、「努力したこと」、「優しい行動ができた」ことなど、たくさんほめていただけると次

の意欲につながると思います。よろしくお願いします。 

 いよいよ明日から 41日間の夏休みになります。夏休みは、学校から解放され自由な

時間が増えます。だからこそ、夏休みをどう過ごすかで、夏休みの価値が変わってきま

す。そこで、41日間を有意義に過ごすためのお話をします。 

【問い１】左は、以前新聞に掲載された本田技研

（HONDA）の広告です。□の中にどんな言葉が入ると

思いますか？ 

上の□には、「ふだん」という言葉が入ります。 
「ふだん」とは、「毎日すること」「いつもやること」という

意味です。 

【問い２】「ふだんを変える」ことが、どうして「いちば

ん人生を変える」ことになるのでしょうか？ 

 ぜひ、夏休みの初めに、この問いをお子様と一緒に

考えていただけたらと思います。 

 この言葉は、『日常の些細な変化（積み重ね）が人生

そのものを大きく変える』というメッセージが込められて

います。つまり、夏休み 41日間ありますが、毎日「ふだ

ん」を大切にすることで、人生が変わっていき

ます。 

【問い３】あなたは、自分の「ふだん」の何を

変えますか？」（ふだんカードを書こう！） 

【例】・毎日 30分間読書をする。 

・テレビを見る時間を 1時間以内にする。 

・家の手伝いを毎日２つする 

・家庭学習を毎日 1時間がんばる！ 

  ・朝は 6時に起床する。 

  ・自分から笑顔であいさつする。 

  ・帰った時は、くつをそろえる 

積み重ねの大切さに気づき、毎日を充実させよう


